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内閣官房ホームページより 

解像度が悪いため、PDFから印刷 



放射性同位元素等取扱施設事故 

 工場１階のヒーター及びモーターの電気系統接続部付近から出火し、ナイロン糸、電気
ケーブル被覆等を焼損して延焼拡大したもの。工場内には、放射性同位元素（コバルト60）
を用いたタンクのγ線式レベル計が11個設置されており、発災した建物には、3階に6個、4
階に3個設置されていたが、火災による損傷等は認められなかった。 
 この火災により、有毒ガスの発生が懸念されたことから、付近の住民に対し避難勧告が
発令（3,698世帯、9,407名）された。 

＜被害状況＞ 
・ 鉄筋コンクリート・鉄骨スレート造5階
建て、延べ約5万4千平方メートルの
本工場北部分約1万784平方メートル
を焼損。 

・ 人的被害なし。 
・ 放射性物質の漏洩なし。 
・ 自衛消防組織が、所有の放射線測

定器により、鎮圧まで継続して放射
線量率の測定活動に従事。 

＜消防隊の 
活動状況＞ 

・ 消防車両45台、

消防職・団員
約345人が消

火作業にあた
り、覚知から21
時間08分後に
鎮火。 

＜課題等＞ 
・ この火災を踏まえ、消防

庁では、事業者との円滑
な連携、消防機関と市町
村関係部局との情報の共
有化などについて通知し
た（平成14年6月7日付、
消防特第71号）。 

事 故 事 例 

放射性物質輸送車両事故 
国道を走行中の放射性物質（Ｌ型輸送物：液体の試薬、1ミリリットル以下のビン2本（リン
32、硫黄35））を積んだ軽バン型車が車両後方左側側面に衝突され横転したもの。 

＜消防隊の活動状況＞ 
・ 事故の通報時には、けが人のみの
情報しかなく、救急隊１隊のみ出動。 

・ その後、現場の警察官からのオイ
ル漏れの通報があり消防隊１隊が
警戒出動。 

・ 救急隊が傷病者を搬送後、消防隊
が放射性輸送物を確認。連絡先で
あった搬送先へ電話し、線量にあっ
ては微量で人体に影響無いことを
確認。 

・ その後、日本アイソトープ協会職員
が現場到着し、線量を測定、漏れ
等が無いことを確認し、輸送物を
持って引き上げた。 

＜課題等＞ 
・ 現場到着の救

急隊（最先着
隊）へ放射性
物質を積載し
ていることなど
の迅速な情報
提供が必要。 

＜被害状況＞ 
・ ビンの破損及び放射性物
質の漏れ無し。 

・ 車両からのオイル漏洩あり。 
・ 運転手１名が負傷。 

事故車両及び運搬物 
（坂戸・鶴ヶ島消防組合消防

本部提供） 
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